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会
長
あ
い
さ
つ 

「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」 

会
長 

鹿
目 

忠
明
（
昭
和
四
十
年
卒
） 

 

 

つ
く
し
は
頭
を
出
し
た
で
し
ょ
う
か
。

よ
う
や
く
春
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
電
友
会
活
動
・
運
営
に
格

別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
「
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
目

標
に
向
か
っ
て
く
じ
け
る
こ
と
な
く
進
ん
で
下
さ
い
。 

 

十
八
歳
で
選
挙
権
が
あ
り
、
商
行
為
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
少
年
Ａ
・
少
女

Ｂ
は
な
く
な
り
ま
す
。
世
の
中
は
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
勢
い
で
進
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
庁
が

で
き
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
置
き
換
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
の
家

の
電
力
量
計
も
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
に
な
り
検
針
不
要
で
す
。
使
用
料
は
電
力

会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ネ
ッ
ト
で
接
続
し
て
自
分
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
私
の
仕
事
で
あ
る
電
気
保
安
の
分
野
で
は
役
所
へ
の
申
請
手
続
き
が

電
子
申
請
と
な
り
、
押
印
が
減
っ
て
い
ま
す
。 

 

電
気
主
任
技
術
者
試
験(

電
検)

は
年
２
回
実
施
と
な
り
、
関
連
の
実
務
経
歴

年
数
な
ど
が
緩
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
入
試
科
目
に
情
報
が
入

る
よ
う
で
す
。 

 

あ
ち
こ
ち
の
業
種
で
人
出
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
理
系

分
野
は
深
刻
な
よ
う
で
す
。
後
継
者
が
い
な
い
。
若
い
人
が
入
っ
て
こ
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
事
業
継
続
が
で
き
な
い
。
と
頭
を
抱
え
て
い
ま
す
。 

デ
ジ
タ
ル
化
・
脱
炭
素
化
の
為
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
は
ま
す

ま
す
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

世
の
中
は
い
つ
で
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
も
出
て
く
る
よ
う
に
、
強
い
も

の
が
生
き
残
る
の
で
は
な
い
。
変
化
に
適
応
し
た
も
の
が
生
き
残
れ
る
。 

毎
日
、
少
し
ず
つ
学
習
し
て
下
さ
い
。
進
む
だ
け
で
な
く
時
に
は
後
戻
り
も

必
要
で
す
。
歩
み
を
止
め
な
け
れ
ば
必
ず
頂
上
へ
た
ど
り
着
け
ま
す
。 

商
取
引
が
自
由
に
で
き
る
と
言
う
こ
と
で
、
オ
オ
カ
ミ
に
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
ま
い
話
は
危
な
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
契
約
は
誰
か
に
相
談
し
て
か
ら
に

す
る
。
そ
れ
が
で
き
な
い
と
き
は
契
約
し
な
い
。 

ご
両
親
や
お
家
の
人
に
、
「
ひ
と
り
で
生
き
て
い
け
る
よ
」
と
胸
を
張
っ
て

言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
無
用
な
心
配
を
か
け
な
い
こ
と
が
親
孝
行

で
す
。 

全
国
各
地
に
同
窓
生
が
い
ま
す
。
積
極
的
に
声
を
か
け
、
自
己
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
。
必
ず
力
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
将
来
は
、
会
工
同
窓
会
に
あ
な
た
の

力
を
貸
し
て
下
さ
い
。
次
の
後
輩
の
た
め
に
。 
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友
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（
発
行
日
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和
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三
月
一
日 

（
発
行
責
任
者
） 
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- 2 - 

 

会
工
電
友
会
の
活
動
報
告
＆
母
校
の
近
況 

卒
業
生
へ
の
記
念
品
贈
呈 

令
和
３
年(

２
０
２
１
年)

２
月
２
６
日(

金)

、
卒
業
生
の
会
工
同
窓
会
入
会
式

の
当
日
、
電
気
科
卒
業
生
へ
卒
業
記
念
品(

卓
上
電
波
時
計)

を
贈
呈
し
、
電
友
会

だ
よ
り
を
提
供
し
ま
し
た
。
電
気
科
卒
業
生
に
対
す
る
記
念
品
贈
呈
は
、
会
工
電

友
会
の
事
業
と
し
て
永
年
継
続
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛
・
定
例
総
会
の
中
止 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の
兆
し
が
見
な
い
こ
と
か
ら
、
会
員
の

皆
様
の
健
康
と
安
全
を
考
慮
し
、
活
動
予
定
の
「
史
跡
探
訪
」「
施
設
見
学
会
」
を

自
粛
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
令
和
３
年
１
０
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
第
２
７
回
定
例
総
会
」

も
中
止
し
ま
し
た
。
２
年
連
続
の
中
止
で
誠
に
残
念
で
す
。
今
回
の
総
会
は
役
員

改
選
期
で
し
た
が
、
全
役
員
再
任
と
さ
せ
て
い
だ
き
ま
し
た
。
ご
理
解
賜
り
ま
す

と
共
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
電
気
情
報
科
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た 

令
和
３
年(

２
０
２
１
年)

４
月 

昭
和
２
３
年
４
月
学
制
改
革
に
よ
り
新
制
高
等
学
校
発
足
、
福
島
県
立
会
津
工
業

高
等
学
校
と
校
名
を
変
更
す
る
と
同
時
に
電
気

通
信
科
を
電
気
科
に
科
名
変
更
〈
創
立
１
１
０

周
年
記
念
誌
・
会
工
賛
歌
の
沿
革
参
照
〉、
平
成

元
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
情
報
技
術
科
の
両
料

を
募
集
停
止
し
、
令
和
３
年(

２
０
２
１
年)

４

月
に
「
電
気
情
報
科
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

「
電
気
情
報
科
」
の
１
年
次
は
、
共
通
履
修
。

２
年
次
か
ら
『
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
』
と

『
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
』
に
分
か
れ
履

修
し
ま
す
。 

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
は
、
電
検
三
種
の

認
定
校
を
継
続
し
、
発
送
配
電
・
電
気
設
備
や

電
気
機
器
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。 

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
コ
ー
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
通
信
技
術
に
関
す
る

知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。  

 

鹿目会長挨拶 司会の電気科 志田主任(中央右) 

門出に相応しく 

春の陽光が眩しい、 

学び舎で卒業生代表に 

記念品を贈呈しました 

 

電気情報科 開科式 
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(注)昨年末の記事です 

福島民報 

令和３年(２０２１年) 

１２月６日掲載 

※同窓会本部 浅田会長(Ｓ４３Ｅ) 

令和 4 年(2022 年) 

創立１２０周年 

※記念行事 

令和 4年(2022)１０月１５日 

※記念誌出版 

※同窓会総会を同日開催 

ホームページ 

aizu-th.fcs.ed.jp/ceremomy120 

 

➽ 



 

- 4 - 

 

《
会
工 

電
気
科
か
ら
の
寄
稿
》 

 
「
今
年
度
の
電
気
科
の
状
況
」 

 
 
 

 

電
気
情
報
科 

兼 

電
気
科
主
任 

志
田 

博
隆  

 

電
友
会
の
皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
度
よ
り
、
少
子
化
に
よ
る
学
級
数
減
に
伴
い
、
昭
和
二
十
年
四
月

に
設
立
さ
れ
た
電
気
科
（
前
電
気
通
信
科
）、
平
成
元
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
情
報

技
術
科
を
募
集
停
止
し
、
電
気
情
報
科
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
る
働
き
方
の
見
直
し
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ
化
の
目
覚
ま
し
い
進
展
に
よ
り
、

情
報
技
術
者
の
ニ
ー
ズ
は
一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
間
が
生
活
す
る

上
で
「
空
気
」
、
「
水
」
の
次
に
「
電
気
」
が
必
要
と
比
喩
さ
れ
る
ほ
ど
、
電
力
産

業
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
電
気
情
報
科
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

電
気
科
の
学
び
、
歴
史
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
リ
ー
ド
す
る

産
業
人
の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

関
係
学
科
で
あ
る
電
気
科
２
・
３
年
生
、
電
気
情
報
科
１
年
生
は
、
勉
強
に
資

格
取
得
、
部
活
動
、
生
徒
会
行
事
に
明
る
く
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

関
係
職
員
と
活
動
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
電
気
情
報
科
職
員
】 

★
は
今
年
度
着
任 

Ｅ
は
電
気
科
、
Ｉ
は
情
報
技
術
科 

Ｅ
志
田
博
隆
（
主
任
）
／
★
Ｉ
遠
藤
悠
（
副
主
任
）
／
Ｉ
真
田
郁
夫
／ 

★
Ｉ
海
和
寛
／
Ｅ
永
倉
良
正
（
電
気
科
２
年
担
任
）
／ 

Ｉ
菊
池
研
吾
（
電
気
情
報
科
１
年
担
任
）
／
Ｅ
鈴
木
大
樹
（
電
気
科
３
年
担
任
）

★
Ｅ
斎
藤
啓
／
★
Ｅ
佐
々
木
夏
海
／
Ｅ
中
丸
淳
／
★
Ｉ
池
田
政
人
／ 

★
Ｉ
境
拓
哉 

 

【
電
気
科
進
路
状
況
】 

※
十
二
月
末
現
在 

 

就
職
内
定
者 

二
十
九
名
（
県
内
企
業 

九
名
、
県
外
企
業 

二
十
名
）
／ 

公
務
員 

二
名
／
四
年
制
大
学 

五
名
／
専
門
学
校 

一
名
／
未
定 

一
名 

 

今
年
度
も
本
校
電
気
科
に
は
、
県
内
外
よ
り
多
く
の
求
人
を
い
た
だ
き
、
生
徒

の
希
望
進
路
へ
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
電
気
科
三
年
生
は

八
十
四
％
が
就
職
を
希
望
し
て
お
り
、
例
年
と
比
べ
て
も
多
い
状
況
で
し
た
。 

勤
務
地
の
希
望
は
関
東
圏
が
最
も
多
く
、
半
数
以
上
の
生
徒
が
電
力
需
給
に
係
る

職
種
を
選
択
し
て
お
り
ま
す
。
電
気
科
で
取
得
し
た
国
家
資
格
を
活
か
し
た
い
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
、
内
定
を
い
た
だ
く
た
め
に
熱

心
に
準
備
を
す
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
無
事
に
成
果
と
し
て
表
れ
た
こ
と
に 

う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

【
主
な
資
格
取
得
状
況
】 

○
第
二
種
電
気
工
事
士
（
電
気
情
報
科
一
年
生
全
員
、
電
気
科
二
年
生
未
取
得
者
） 

 
 

合
格
者 

四
十
五
名
（
一
年
生 

三
十
八
名
／
二
年
生 

七
名
） 

○
第
一
種
電
気
工
事
士
（
電
気
科
二
・
三
年
生
希
望
者
） 

 
 

合
格
者 

十
二
名
（
二
年
生 

十
名
／
三
年
生 

二
名
） 

○
２
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
補
（
電
気
科
二
・
三
年
生
希
望
者
） 

 
 

合
格
者 

二
十
名
（
二
年
生 

五
名
／
三
年
生 

十
五
名
） 

○
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
（
電
気
科
三
年
生
の
み
申
請
） 

 
 

特
別
表
彰 

二
名 

・
ゴ
ー
ル
ド 

三
名 

・
シ
ル
バ
ー 

八
名 

・
ブ
ロ
ン
ズ 

二
名 

今
年
度
は
、
電
気
情
報
科
一
年
生
に
お
い
て
四
〇
名
全
員
が
第
二
種
電
気
工
事

士
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。
放
課
後
の
課
外
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
自
宅
で
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
新
設
学
科
の
一
期
生
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
で
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 
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ま
た
、
今
年
度
よ
り
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
２
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技

士
補
の
資
格
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
希
望
す
る
生
徒
を
募
り
、
放

課
後
の
課
外
授
業
を
と
お
し
て
多
数
の
合
格
者
を
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
の
希
望
進
路
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
継
続
的
な
指
導
を
重
ね

て
い
く
所
存
で
す
。 

【
修
養
会
お
よ
び
科
行
事
】 

 

一
学
期 

電
気
情
報
科
開
科
式 

電
気
科
・
情
報
技
術
科
・
電
気
情
報
科
合
同
対
面
式 

電
気
情
報
科 
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
大
会 

 

二
学
期 

電
気
情
報
科
一
年 
東
北
電
力
㈱
施
設
見
学
会 

電
気
科
・
情
報
技
術
科
・
電
気
情
報
科
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

電
気
科
二
年 

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム 

電
気
科
二
年 

全
会
津
電
気
工
事
協
同
組
合
青
年
部 

学
生
交
流
セ
ミ
ナ
ー 

電
気
科 

課
題
研
究
発
表
会 

 

三
学
期 

電
気
情
報
科
一
年 

工
場
見
学 

（
デ
ン
ソ
ー
福
島
・
日
産
自
動
車
い
わ
き
工
場
） 

 

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
電
友
会
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、 

今
後
と
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

   

 
 

           

 
 

電気科・情報技術科・電気情報科 合同対面式 

 施設見学会(1 年) 

東北電力発電所 
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「
三
年
間
を
と
お
し
て
」 

 
 

三
年
電
気
科 

山
口 

利
旺 

私
が
会
津
工
業
高
校
の
電
気
科
に
入
学
し
、
三
年
も
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
長

い
よ
う
で
短
か
っ
た
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
こ
こ
に

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

中
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
私
た
ち
に
は
、
先
輩
方
が
と
て
も
大
き
な
存
在
に

見
え
、
新
し
い
生
活
へ
の
期
待
と
不
安
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
臨
ん
だ
入
学
式
を
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
入
学
し
て
間
も
な
い
状
況
で
、
国
家
資
格
で
あ
る

第
二
種
電
気
工
事
士
の
取
得
に
向
け
た
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
電
気
工
学
に

関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
が
全
く
な
い
状
態
で
の
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

電
気
科
の
先
生
方
や
電
気
部
の
先
輩
方
の
熱
心
な
ご
指
導
に
よ
り
、
一
年
生
の
う

ち
で
大
半
の
生
徒
が
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
課
後
な
ど
の
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
課
外
授
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
電
気
科
の
先
生
方
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
年
生
の
と
き
は
、
何
も
か
も
が
初
め
て
の
経
験
ば
か

り
で
し
た
。
強
歩
大
会
や
球
技
大
会
な
ど
、
学
校
行
事
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
行
事
は
、
応
援
歌
練
習
で
す
。
最
初
は
と

て
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
ま
る
と
先
輩
方
が
す
ご
く
か
っ
こ
よ
く
見

え
ま
し
た
。 

二
年
生
は
中
堅
学
年
と
し
て
先
輩
を
支
え
な
が
ら
後
輩
を
引
っ
張
っ
て
い
く
立

場
と
な
り
、
毎
日
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
二
年
生
で
の
大
き
な
行
事
は
遠
足
で

し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
修
学
旅
行
が
実
施
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
遠
足
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
分
た

ち
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
へ
の
遠
足
が
実
施
で
き
て
と
て
も

良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

三
年
生
で
は
、
最
高
学
年
と
し
て
、
進
路
実
現
に
向
け
て
一
日
一
日
を
大
切
に
生

活
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
に
近
づ
く
た
め
に
努
力
し
た
結
果
、

多
く
の
生
徒
が
希
望
し
た
進
路
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
は
二
年
間
電
気
部
に
所
属
し
、
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
礼
儀
や
他
人
に
感
謝
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

三
年
間
の
学
校
生
活
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
立
派
な
社
会
人
に

な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 課題研究発表会(3年) 

実習(3 年) 高電圧 実習(3 年) 誘導電動機 
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「
二
年
間
の
振
り
返
り
」 

 

電
気
科 

二
年 

有
本 

朱
生 

私
が
会
津
工
業
高
等
学
校
の
電
気
科
に
入
学
し
て
、
二
年
も
の
月
日
が
経
ち
、

四
月
か
ら
は
最
上
級
生
と
な
り
ま
す
。
入
学
し
て
か
ら
現
在
ま
で
に
感
じ
た
こ
と

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生
活
を
有
意
義
な
も
の
と
す
る
た
め

に
抱
負
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

入
学
し
て
す
ぐ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
一

斉
休
校
と
な
り
、
不
安
の
中
で
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例
年
と
は
違

い
、
通
常
の
学
校
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
入
学

後
の
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
第
二
種
電
気
工
事
士
の
取
得
に
向
け
て
、
手
探
り
な

が
ら
も
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
何
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し
た
が
、

授
業
や
放
課
後
の
課
外
授
業
を
と
お
し
て
理
解
が
深
ま
り
、
大
半
の
生
徒
が
無
事

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
年
生
に
な
る
と
感
染
症
の
対
策
を
と
り
な
が
ら
も
本
来
の
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
配
慮
し
た
生
活
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
実
施
さ
れ
た
修
学
旅

行
で
は
、
京
都
と
大
阪
に
行
き
ま
し
た
。
京
都
で
は
タ
ク
シ
ー
研
修
で
班
ご
と
に

清
水
寺
な
ど
の
観
光
地
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
大
阪
で
は
、
太
陽
の
塔
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
行
き
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
で
す
。
み
ん
な
で
お
揃
い
の
帽
子
を
買

っ
た
り
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
や
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗

り
ま
し
た
。
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
は
す
ご
く
リ
ア
ル
で
少
し
怖
か
っ
た
で
す
が
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
お
土
産
も
し
っ
か
り
買
う
こ
と
が
で
き
。
充
実
し
た
修
学

旅
行
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

三
年
に
一
度
の
公
開
文
化
祭
で
は
、
ク
ラ
ス
催
事
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
放
課

後
に
買
い
出
し
に
行
き
、
教
室
の
飾
り
つ
け
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
当
日
は
注

文
し
た
景
品
が
届
か
な
い
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
お

客
様
が
来
て
く
だ
さ
り
、
ク
ラ
ス
企
画
三
位
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
文
化

祭
は
こ
れ
ま
で
で
一
番
ク
ラ
ス
が
協
力
し
合
え
た
行
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
毎
年
恒
例
の
球
技
大
会
で
は
、
種
目
ご
と
に
分
か
れ
、
班
ご
と
に
作
戦

を
し
っ
か
り
と
練
り
、
優
勝
を
目
指
し
て
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
り
頑
張
り
ま
し
た
。

優
勝
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が
し
っ
か
り
と
楽
し
め
て
い
た
の
で
良
か
っ

た
で
す
。 

 

来
年
度
か
ら
は
最
上
級
生
と
な
る
の
で
、
下
級
生
の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
に
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
と
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
ま
す
。
卒
業
ま
で

の
一
年
間
は
、
部
活
動
で
も
悔
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
や
り
抜
き
、
定
期
考
査
や
進
路

活
動
も
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
は
電
気
科
で
頑
張
っ
て
き
て
よ
か

っ
た
と
思
い
卒
業
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

 

 

 
 

全会津電気工事協同組合青年部「学生交流セミナー」(2 年) 

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト 

「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」(

二
年)
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《
会
員
か
ら
の
寄
稿
》 

  
電
気
科
誕
生
か
ら 

(

昭
和
二
十
六
年
卒
・
仙
台
市
在
住) 

森
山 

敏 
昭
和
二
十
年
四
月
、
電
気
科
新
設
、
各
校
か
ら
通
常
入
学
試
験
終
了
後
に
、
新

設
の
為
の
追
加
試
験
応
募
が
あ
り
、
人
員
は
二
百
名
を
超
え
、
四
十
人
が
新
た
に

校
門
を
く
ぐ
っ
た
。 

太
平
洋
戦
敗
色
濃
い
時
期
に
日
立
製
作
所
等
か
ら
実
験
機
材
が
運
ば
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
茨
城
県
に
あ
る
こ
こ
は
米
軍
の
艦
砲
射
撃
を
受
け
、
電
気
実
験
機
材

は
殆
ど
配
送
を
受
け
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
想
え
ば
、
当
時
の
伴
先
生
、
渡
部

先
生
な
ど
担
当
教
諭
と
し
て
大
変
、
ご
苦
労
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
電
気
の
実
験
・
実
習
は
出
来
ず
で
あ
っ
た
。
主
に
、
機
械
科
の
旋
盤
、
ド
リ

ル
等
の
機
器
操
作
実
験
や
工
業
化
学
科
で
の
実
験
で
は
石
鹸
製
造
工
程
な
ど
、
半

年
以
上
が
他
科
の
実
験
・
実
習
で
あ
っ
た
。
遅
れ
て
一
年
後
だ
ろ
う
か
、
よ
う
や

く
、
実
験
機
材
と
し
て
、
小
型
蓄
電
池
装
置
、
小
型
直
流
発
電
動
機
、
ス
ラ
イ
ダ

ッ
ク
、
可
変
負
荷
抵
抗
器
等
が
、
入
っ
て
来
た
。
新
し
い
機
材
の
導
入
は
、
我
々

生
徒
を
勇
気
づ
け
、
皆
、
食
い
入
る
よ
う
に
、
実
験
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
さ
に
学

習
の
「
オ
ー
ム
の
法
則
」
が
こ
こ
で
、
実
証
さ
れ
た
。 

 
 

先
輩
ら
が
耕
地
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
は
半
分
が
田
ん
ぼ
と
化
し
、
残
り
は
防
空
壕

が
掘
ら
れ
て
あ
っ
た
。
若
松
近
郊
の
広
田
、
大
寺
な
ど
に
は
工
場
も
あ
り
、
敵
機

も
何
度
か
飛
来
し
た
。
度
々
、
ボ
ー
フ
ラ
の
湧
き
そ
う
な
防
空
壕
に
押
し
込
め
ら

れ
た
。
泥
水
を
被
っ
た
友
と
顔
を
合
わ
せ
、
苦
笑
い
し
た
。
先
輩
が
開
く
、
校
歌
・

応
援
歌
の
練
習
は
、
熱
い
夏
を
迎
え
る
頃
、
校
庭
に
裸
足
で
立
ち
並
び
、
下
級
生
、

新
入
生
へ
の
格
好
の
し
ご
き
場
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。 

や
が
て
終
戦
と
な
り
、
我
々
は
併
設
中
学
生
と
し
て
三
年
を
過
ご
し
、
後
半
の
三

年
は
高
校
生
と
し
、
計
六
年
間
、
学
び
舎
を
一
緒
に
送
っ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て

終
戦
処
理
と
し
て
、
再
び
校
庭
が
生
徒
の
手
で
整
備
さ
れ
た
。 

中
学
か
ら
高
校
に
な
る
こ
ろ
、
菊
地
先
生
が
来
ら
れ
、
保
志
先
生
も
我
々
の
教
壇

に
立
た
れ
た
。
そ
し
て
、
実
験
室
・
変
電
室
が
新
設
さ
れ
た
。
又
、
こ
の
転
換
期

に
は
他
校
に
行
く
も
の
、
他
校
か
ら
入
る
者
な
ど
、
生
徒
の
多
小
の
出
入
り
は
あ

っ
た
。 

 

併
設
中
学
時
代
は
電
気
通
信
科
、
後
期
の
高
校
時
代
は
広
く
就
職
の
門
戸
を
開

く
た
め
電
気
科
と
改
称
さ
れ
た
。
電
気
科
一
期
生
の
卒
業
は
昭
和
二
十
六
年
三
月
、

殆
ど
就
職
す
る
者
で
、
大
学
へ
の
進
学
は
三
、
四
名
だ
っ
た
か
。 

三
年
に
な
っ
て
先
生
か
ら
、
朝
、
ラ
ジ
オ
で
日
本
放
送
協
会
（ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

）
か
ら
、

若
干
名
技
術
職
の
応
募
が
あ
る
と
伺
っ
た
。
当
初
は
東
芝
か
日
立
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
校
か
ら
、
五
名
入
社
試
験
に
臨
ん
だ
。

後
で
知
っ
た
こ
と
だ
が
、
各
県
一
、
二
名
の
採
用
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ラ
ジ
オ
中

継
放
送
所
の
拡
充
整
備
、
や
が
て
来
る
テ
レ
ビ
時
代
へ
の
要
員
と
し
て
配
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
入
社
試
験
の
問
題
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
。 

後
輩
に
多
少
は
参
考
に
な
る
か
列
記
し
て
み
よ
う
。 

 

一
、
電
気
用
語
五
問
（
熱
伝
対
、
ス
ポ
ラ
デ
ッ
ク 

Ｅ
層
な
ど
） 

 

二
、
対
数
計
算
五
問 

 

三
、
交
流
理
論
（
交
流
Ｌ
，
Ｃ
，
Ｒ 

回
路
の
計
算
）
等 

今
で
は
、
小
学
高
学
年
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
わ
る
時
代
だ
か
ら
Ｉ
Ｔ
問
題
や
、

も
っ
と
広
く
問
題
が
出
そ
う
。
当
時
の
第
二
級
無
線
技
術
士
国
家
試
験
相
当
の
問

題
と
思
わ
れ
る
。
今
の
当
校
生
徒
は
学
生
時
代
に
、
電
気
工
事
士
な
ど
各
種
試
験

を
目
指
し
て
お
り
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。 

 

最
後
に
、 

「 

奮 

起 

」
そ
し
て 

「 

挑 

戦 

」
の
言
葉
を
贈
っ
て
終
わ
り
と

し
ま
す
。 

 

質
実
剛
健
の
気
風
あ
ふ
れ
る
電
気
科
に
、
永
久

と

わ

に
栄
光
あ
れ
！ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

 
 

感
謝
そ
し
て
ま
た
感
謝
。 

 
 

 
 

          

 
 

 
 

 

新
装
な
っ
た
変
電
室 

交
流
電
圧
調
整
機
の
前
で 

実験室でのラジオ受信機の組立調整の様子 
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会員の増加を図りましょう！ 

電気科・電子科卒の知人・友人を

お誘いください。 

一報をお待ちしております。 

◎事務局 : 43E 白井達夫  

t-shirai@agate.plala.or.jp 

090-3753-5718 

役職名 氏   名 卒年 

会  長 鹿目 忠明 S40 

副会長 渡部  昭寿 S34 

〃 成田  良 S35 

監  事 栗城  隆彦 S36 

〃 長谷川与一 S40 

会   計 近藤  信行 S40 

事務局長 白井  達夫 S43 

庶   務 菊地  進 S47 

理   事 大越 一郎 S35 

〃 中丸 茂由 S37 

〃 藤田  晴史 S40 

〃 渡部 幸雄 S43 

顧   問 山口  健 S29 

(就任順) 荒明  正義 S30 

〃 根本  一雄 S36 

〃 菊地  良三 S37 

〃 佐野  常雄 S31 

 

※「会工電友会」 

年会費納入のお願い 

会工電友会の継続と発展のために、 

皆様方のご協力をお願いします。 

年会費振込用紙が同封されている

会員の方は、ご協力を宜しくお願い

いたします。 

会工電友会 役員紹介 

(任期 2021 年 10 月～2023 年 9 月) 役職名 氏 名 卒年 備  考 

顧 問 藤田 晴史 S40 本部選出 

会 長 浅田  誠 S43 本部選出 

副会長 田中 健一 S42 東京会工会会長・参与 

副幹事長 白井 達夫 S43 本部選出・会工電友会事務局長 

幹 事 渡部 昭寿 S34 本部選出 

〃 近藤 信行 S40 本部選出 

〃 野中 寿勝 S50 本部選出 

〃 村澤  智 S62 本部選出 

〃 本名 雄一 H13 近畿会工会事務局長 

〃 星  秀明 S40 福島会工会幹事長 

〃 長谷川与一 S40 猪苗代会工会副会長 

〃 佐野 常雄 S31 湯川会工会幹事長 

〃 高橋  誠 S60 三菱ﾏﾃﾘｱﾙ若松製作所鶴友会会長 

〃 徳永 正浩 S55 東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄ猪苗代会工会会長 

監 事 鹿目 忠明 S40 会工電友会会長・参与 

参 与 石川 善一 S39 近畿会工会会長 

〃 二瓶 嘉人 S39 福島会工会会長 

〃 星    武 S27 前福島会工会会長 

〃 佐野 容昭 S32 いわき会工会会長 

事務局 真田 郁夫 S57 会津工業高校教職員 

 

同窓会本部役員に就いている電気科同窓生の紹介 
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